死体食と捕食 : 肉食性貝類における季節的な摂餌様式の転換(シンポジウム「Marine Ecophysiology」) by 大田 直友
6.表土の安定性と芽生えの着眼 ･定着率 (%)
表土が安定 表土が不安定
1週後 2過後 1週後 2週後
シチメンソウ がた土砂 100. 100 77 93
100 100 53 37
ハママツナ がた土砂 100 100 100 100
Ⅲ まとめ :シテメンソウは重埴土の塩沼地に適応 した塩性植物
1.耐塩性が強い塩性植物の 1種で､泥質干潟の塩沼地に生育し光り要求性が強い｡
2.発芽 ･発根 ･定着が成立するには､粘着性が高 く透水性が低い重埴土からなる遠
浅の塩沼地が必要である｡

















ミ (2)とヒライソガニ (3)は､おもに暑い季節に利用された｡一方､スガイ (3)
とヒメコザラ (5)は寒い季節に利用が多かった｡アオガイ (6) ･ケハダヒザラ (7)
については､特に明確な傾向はなく消費も少なかった｡なお､この7種で餌動物全体
の94.7%を占めた｡
この傾向を解釈するために､3つの室内実験を行った｡すなわち､a.イソ ･シマの
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餌選択実験､b.移動速度の測定､C.高温耐性実験である｡a.は餌利用と時好性の関係を､
b.は餌の逃避能力を､C.は夏の干潮時の死亡との関連を意図した｡季節的な摂餌様式の
転換を､イソ ･シマと餌動物それぞれの生理的 ･行動的な制約から考察する｡
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Fig.1.イソニナの釣利用の事姉変化(法 :寺号は文中の社名と一致)
｢魚の性分化､性決定｣
中村 牌 (琉球大学､熱帯生物圏研究センター)
一個の細胞からなる未受精卵は精子 との出会いにより個体発生を開始する｡個体発
生の進行により様々な臓器の分化が始まる｡生殖腺の原基も発生の過程で形成される｡
この時期の生殖腺は､将来卵巣､精巣に分化するものともに形態的に同じ構造をして
お り区別がつかない｡この性的未分化期を経て､卵巣或いは精巣へ と分化する｡生殖
腺の原基が他の臓器の分化 と大 きく異なる点は､卵巣か精巣のどちらかに分化する二
者択一性にある｡この過程が性分化である｡この過程を経て卵巣を持つ雌､精巣を持
つ雄ができあが り生殖腺の性決定がなされ有性生殖が可能となる｡この性分化過程に
どのような生理的機構が働いて卵巣あるいは精巣が出来上がるのか私の研究テーマで
ある｡
魚類では性分化期に性ホルモン処理すると遺伝的性とは反対の性に容易に性転換す
ることが知られている｡このことから､内因性の性ホルモンが性分化に重要な役割を
果たしているものと考えられてきが､この時期の生殖腺は非常に小 さく性ホルモンと
性分化 との関係を明らかにすることは出来なかった｡本研究では内因性ホルモンの性
分化に果たす役割についての最近の研究についてお話する｡
電子顕微鏡観察により性分化期の生殖腺にすでに性ホルモンを合成するステロイ ドホ
ルモン産生細胞の分化が確認された｡これらの細胞での性ホルモンの合成を明らかに
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